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【ごあいさつ】

【ブラジル日本語教育国際シンポジウム】

「多様な背景を持つ学習者－その対応を考える」
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★☆★☆★ごあいさつ★☆★☆★

　2日のアリアンサ主催のシンポジウムに雨天にもかかわらずほんとに

たくさんの方にご参加いただき、大変嬉しく思っています。わたし（三

浦）も総合司会という重責だったので、この数日間緊張でよく眠れない

毎日を過ごしていました。本当です。でも、無事終わり、内容もなかな

かよかった、と言ってくださる方も大勢いて、正直ほっとしています。

ニッケイ新聞でも早速月曜日から、連載で内容を詳しく報じていただい

ています。このメルマガでも今回はシンポジウムの成果について、みな

さんにお知らせしたいと思います。
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●●●「多様な背景を持つ学習者－その対応を考える」●●●

　わたしがこのシンポジウムの企画者の一人として、総合司会の立場

で、参加者のみなさんに伝えたかったのは次のような事柄です。

1． 日本語教育における学習者の多様化は、世界中で、そして日本

語の世界だけではなく、さまざまな言語で起きている現象であ

る。

2． 日本語の世界で言えばそれは学習者の属性、年齢、学習レディ

ネス、学習目的、学習動機などいろいろな側面がある。

3． 特にブラジルをはじめとする南米の移民国では、日系ブラジル

人学習者と非日系ブラジル人学習者が存在するという現状、お

よび出稼ぎ目的の学習者の存在から、この多様化が特に顕著な

様相を呈している。

4． このような現実に対応するために、現場の教師はいったいどん

なことができるであろうか。

5． ひとりですべての多様化に対応できるスーパー日本語教師は

まずいない。

6． ブラジルで日本語教育に携わっている教師たちが、みんなで情

報を共有し、お互いに協力してこの多様化に立ち向かっていく

ことが必要である。

7． そのためには日本語教師間のネットワーク作りも大切になっ

てくる。

8． でも無理に立派な形のネットワークを作らなくても、多様化を

共通の問題点として認識し、心強い仲間がいることがわかって

いれば、問題に直面したときに、何らかの解決策を手に入れる

ことができる。

9． このメルマガを利用することもできるし、今回のシンポジウム

で会った仲間と連絡を取ることもできるし、とにかくわたした

ちは一人ではないのだ、ということをすべての教師の方々に気

づいてもらいたい。

USPのゲーツ・カウフマン先生はドイツ系移民のドイツ語教育につ

いて、日系移民の歴史と比較することによって特徴を明確にしまし

た。ドイツ語教師会会長のリリアン・ベルロッファ先生は特に都市部

における外国語としてのドイツ語教育について、教師会とのかかわり

も含めて説明しました。米国日本語教師協会連合事務局長のスーザ

ン・シュミットさんはアメリカ日系社会の継承語教育が抱える問題点

と、アメリカの日本語教師ネットワークの意義と働きについて、話し

ました。

大学生の多様化とその対応については
USPのモラレス松原玲子先

生が、出稼ぎ目的学習者に対して教師は何ができるのか、といったこ

とについて、同じくUSPの菊池渡先生がそれぞれ話しました。インダ

イアツーバ日語学校の向井エリーザ綾子先生は教師の立場からどの

ように学校の改革が行えたか、アリアンサの橋本リカ先生はブラジル

で初めて開発されたインターネットを使った日本語教材と多様化に

ついて話しました。

サンパウロ州の外国語教育センター（CEL）の課外講座で100人を

超える子供たちに日本語を教えるアレッシャンドレ・ルシオ・ソブリ

ーニョ先生は、どのようにしてこれだけたくさんの学習者を動機付け

ているのかについて、いろいろな具体例を示しながら話しました。ア

ルゼンチン・ロサリオ日本語学校のフェルナンダ・ラモス先生も、毎

年50人を超える非日系アルゼンチン人の学習者をどのようにして集

めているのかについて、そしてこのメルマガこうししつを代表して、

遠藤クリスチーナ麻樹講師が、メルマガを通じた日本語教師間ネット

ワークの構築について語りました。

最後にはUSP日本文化研究所所長の織田順子先生がモデレーターと

なって、参加者全員による総括セッションが行われました。それぞれ

の報告よりもさらに一歩突っ込んだ、具体的な話がありました。織田

先生はこれらさまざまな問題に直面している教師一人一人が、現実を

直視し、なんらかのネットワークや今日のようなシンポジウムを通じ

て集めた情報を元に少しでも、多様化に対応していけるようになれば

いいのではないか、とまとめました。

多様化への対応は難しい問題です。こうすればよいのだ。という答

えがあるものではありません。現場の教師が少しでも多くの情報を持

ち、それぞれの教室で応用できるやりかたをひとつでも多く見つける

ことが重要であると思います。そのためにはこのような大きなシンポ

ジウムばかりではなく、近所の教師の集まり、職員会議の席上、各地

の教師研修会などさまざまな機会を利用することが大事だと思いま

す。そしてこのメルマガも有効な情報源であり、ネットワークの一部

であることに気がついていただければ、最初にあげた目的どおり、こ

のシンポジウムは成功だったといえると思います。
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国際交流基金の海外における日本語教育のさまざまなプログラムへ

の申請の受付が始まりました。日本語教師研修や日本語教育機関への日

本語教材寄贈プログラムなどの説明が載っている｢平成17年度国際交流

基金公募プログラムガイドライン｣は、サンパウロ日本文化センターに

登録されている日本語教育機関へ発送されましたが、基金のサイトから

もダウンロードができるようになっております。

ポルトガル語　　http://www.fjsp.org.br/programas/
日本語

http://www.jpf.go.jp/j/urawa/p_guide/p_guide.html
上記のページには、各プログラムの説明だけではなく、申請書も載っ

ています。

申請書の請求、各種お問い合わせ、申し込みは、各管轄公館（日本大

使館や総領事館）で行なってください。サンパウロ州､マットグロッソ

ドスール州は､総領事館ではなく、国際交流基金サンパウロ日本語セン

ター（11-3288-4971担当MINA）が窓口になっております。

主なプログラム申請の締め切りは12月1日18時ですが、サンパウロ

管轄で日本語教師研修、専門日本語研修を受ける方は11月4日18時ま

でに申し込んでください。他の地域で受ける方はそれぞれの管轄公館に

てお問い合わせください。みなさんのご応募をお待ちしています。
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OoOo　　　　おわりに　　　OoOo
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　シンポジウムで報告いただいたアメリカのスーザン・シュミットさん

は翌日にアメリカにとんぼ返り、木曜日には今度は東京へと出発してい

きました。アメリカの留学生のための資金集めが仕事だそうです。今後

も世界中の日本語学習者のために、ご活躍をお祈りしています。

メルマガ「こうししつ」では皆さんのご意見、お便りをお待ちしてい

ます。ご意見・ご質問は　prof@fjsp.org.br

　電話11-3288-4971
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国際交流基金サンパウロ日本語センター講師室

メルマガ「こうししつ」発行責任者　三浦多佳史

ポルトガル語　遠藤クリスチーナ麻樹

日本語教師お役立ち情報室
http://homepage3.nifty.com/miuratakashi/
「メルマガこうししつ」バックナンバーを公開中
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